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• 2017年1月14日～16日 
• シベリアで発達した寒気
（上空1500m, -9℃以下）
が西日本を覆った。 

• 京都美山：49 cm 
• 京都舞鶴：34 cm 
• 滋賀今津：83 cm 
• 中京区でも14 cm の積
雪を観測。
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2017年1月豪雪

高齢の住民宅の前で立ち往生する保健師。公道は公営の除雪車
が通るが、路面にはすでに雪が厚く積もっている。私道は公営
の除雪車が通らないため、除雪ができない家の前に写真のよう
な壁ができる。(高島市朽木小川にて撮影)

今津町（現高島市今津）観測地点における 
1月の瞬間積雪量の月間最大値 (cm)

西暦

積
雪
量

* 気象庁のデータに基づく、観測開始した1982年から2017年までの情報。 
* 自衛隊派遣要請水準は、高島市地域防災計画による。
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気候変動とともに豪雪は少なくなるのか？

Extreme Weather & Climate Change: Understanding the Link and Managing the Risk 7

UNDERSTANDING CLIMATE RISK
The extreme events cataloged above and the trends they 
reflect provide a proxy for the types of events society will 
face with greater risk in the future. With a clear record 
of trends and reasonable projections for the future, the 
level of risk can be assessed and prepared for. Risk can 
be thought of as a continuous range of possibilities, 
each with a different likelihood of occurring; extreme 
outcomes reside on the low-probability tails of the range 
or distribution. For example, climate change is widening 
the probability distribution for temperature extremes 
and shifting the mean and the low-probability tails to-
ward more frequent and intense heat events (Fig. 4). 

The rising risk of extreme events has much in com-
mon with playing with loaded dice, where the dice are 
weighted to roll high numbers more frequently. More-
over, one of the dice has numbers from two to seven 
instead of one to six. It is therefore possible to roll a 13 
(i.e. the maximum possible temperature is higher than 
before) and would be more likely (because the dice are 

loaded) than rolling a 12 with two normal dice. The 
probability distribution of the loaded dice compared to 
normal dice is translated into changing climate risk in 
Figure 4. With normal dice, one can expect to roll snake 
eyes (cold extremes) about equally as often as double 
sixes (hot extremes). But with climate change, the dice 
are loaded so that cold extremes (as defined in the previ-
ous climate) are a bit less likely than they used to be and 
hot extremes are hotter and more likely than before. 

The new risk profile presents a nonlinear increase 
in the number of extremes on one tail (i.e. heat waves). 
In light of recent cold winters in the United States and 
Europe, it is important to recognize that this new curve 
does not dispense with cold extremes, as the widening 
of the distribution (i.e. increase in variability) partially 
offsets the shift toward warmer events. Cold extremes 
become less frequent but do not disappear (Fig. 4). 
Moreover, like heavy downpours, heavy snowfall is also 
consistent with global warming (see Box 4).

Figure 4: Increase in Mean Temperature and Variance.

Conceptual representation of the shift in the probability distribution for average and extreme temperatures as a result of global warming. 
The frequency of extreme high temperatures increases non-linearly, while extreme lows show a more muted response. 

SOURCE: Adapted from IPCC (2001) (Ref. 39).

* IPCC (2001)、Gulledge (2014) 
* Kawase, H. et al (2016)

Kawase et al (2016)の日本における将来気候のシミュレーション： 
積雪量平均は減少、豪雪の確率は減少せず。
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豪雪地域の人口特性（高島市を例に）

各年齢コーホートにおける5年間の人口変化（%） 
(高島市の1980-1985、2005-2010)

1980-1985における人口変化率
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かつては増加傾向 
現在は減少傾向 
の世代

* 既存統計をもとに発表者作成。

* 国勢調査による。1980, 1985年の高島市人口は合併前の5町1村の人口合計。



• 栗山（1982）の整理 
• 人の介入を伴わず専ら雪の物理現象・運
動によって生じる第1種雪害 
• 家屋倒壊、健康被害、農作物へのダメージな
ど 

• 人の知覚や活動への雪の（反）作用によっ
て生じる第2種雪害 
• 交通の混乱、産業の停滞、保健・教育の停滞
など 

• 豪雪地帯ではそれぞれ、地域における防
雪システム・防雪文化を形成してきた。 
• 若い担い手による除雪支援・見回り 
• ホイールローダーのシェアによる区内の
除雪分担
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「雪害」とはどのように定式化できるのか？

樹 本 雪 氷 学 会 誌 雪 氷
44巻2号(1982年6月)　 83-91頁

56年 豪雪における人的被害の特徴

栗 山 弘*

要 旨
昭和55-56年 冬期は,東 北地方南部,北 陸地方,中 部地方北部,近 畿地方北部の広い地域で,

38年 豪 雪を凌駕する豪雪現象が発生 した.こ のため雪が直接間接の原因となった事故死者は,全 国
で133人 に達 した.

死 亡原因の主なものは,な だれ,屋 根雪除雪中の転落,除 雪作業中の急病,流 雪溝への転落など
である.ま た,51才 以上の高齢者の死亡教は,全 体の65%に 達 した.こ れらが56年 豪雪時の事故
死の特徴であるといえる.
雪による人身事故は、積雪深がその地域の平均積雪深を超える度合の大 きい ほ ど多 くなると考

え,多 雪都市で発生 した雪による事故死の人口に対する比率は,そ の地域の最深積雪の平均値に対
する,当 該冬期の最深積雪の偏差の度合に関係があることが判明した.

1.　 まえがき

昭和55-56年 冬期は,12月 中旬から1月 下旬 にか け
て,日 本列島は何回かの持続的な寒波に襲われ,東 北地

方南部,北 陸地方,中 部地方北部,近 畿地方北部は,い
わゆる56年 豪雪(呼 称は政府資料に準拠する 昭和56年

豪雪対策本部1981)と 称 される大雪に見舞われた.こ
のため各地で雪による災害が多発した.
一般に雪害は図1に 示 されるように,二 つのグループ

に大別される.こ れを仮に第一種の雪害,第 二種の雪害
と呼ぶことにする.第 一種の雪害は積雪の荷重や移動に

よって,人 の生命や財産が損われるもので,古 くから存
在 していた雪害である.第 二種の雪害は人間の社会活動
が活発化することにより,人 間が何らかの形で雪に作用
し,そ の反作用の形で人間の行動が阻害されるもので,

具体的には雪による社会機能の阻害,社 会活動の停滞 と
いう雪害である.

56年 豪雪では,な だれ災害,林 木の折損,送 電鉄塔の
倒壊,建 物の倒壊,交 通障害,都 市生活の混乱など,第
一種 ,第 二種の雪害はいずれも多発 した.こ ういった中
で雪による死亡事故も,第 一種,第 二種の雪害のいずれ
かに係わる形で多発した.山 岳遭難,一 般の交通事故を

除く雪による事故死は,55年12月1日 から56年3月31日
までに全国で133人 に達 した.こ れは53-54年 冬期の同

期間の9人,54-55年 冬期の同期問の38人 に比 して著 し

く多い.

今後も一そ う,な だれ危険地域などでの人間の活動が
多くなった り,社 会機能が高度化 して耐雪性が小さくな
るなどで,第 一種,第 二種の雪害はともに増加し,人 身

事故の素因が増加すると考えられる.
これまで雪による事故死は,原 因を含めて全体が詳ら

かにされたことはなかった.雪 害防止の研究推進や,諸

施策の遂行にこの種のデータが不可欠と考 え られ るの
で,全 国的に調査した事故死の実態 とそれに若干の解析

* 科学技術庁 ・国立防災科学技術センター ・雪害実験

研究所 図1　 雪害の模式図

83

物理現象

知覚や活動 
を伴う

* 栗山弘（1982）：56年積雪における人的被害の特徴．日本雪氷学会誌、44 (2)、83-91



自助・共助・公助 
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人材確保 
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見回り・ 
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「雪害」とはどのように定式化できるのか？
雪の物性 
・低温 
・高密度 
・滞留 
・低摩擦 
…

生活環境への 
　物理的負荷

移動経路の 
直接的・間接的閉鎖

生活環境の破壊 
　健康被害

第1種雪害

第2種雪害
社会・経済機能 
　の停滞

雪害

防雪 
システム・文化

関係者

行政（保健）

行政（道路）

行政（土木）

高医療依存者

ボランティア

コミュニティ 
リーダー

建設業者

民生委員

社会福祉協議会

雪害は雪の物性の
みならず、 
• 集落の地理的
構造 

• 地域の防雪シ
ステム 

• ステークホル
ダーの協働体
系 

から定式化される

地理的条件



• 人口減少・高齢化の条件下にあって、高齢者の健康状態の把握の
ための活動は、担い手減・需要増に直面していると考えられる。 

• 各アクターに健康状態把握の上での課題意識はどこにあるだろう
か？その意識の背景には何があるのだろうか？ 
• 行政（保健師） 
• 社会福祉協議会 
• 民生委員 
• 高医療依存者本人＋家族
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問題意識

Q 高齢者の健康状態把握のための「見回り・見守り」は効果的に行われているか？ 
（資源配分問題）



• 住民は地域での生活全般について、どのような認識を抱いているのか？ 
• 「トピックモデルによる居住満足度と地域課題の認識抽出」（CEIS大会論文
投稿準備中） 

• どのような関係者が活動しているのか？ 
• 「気候変動適応策としての豪雪地域の克雪体制づくりにおける関係者分析」
（CEISポスターセッション2017 → 投稿先未定投稿準備中） 

• 雪害とはどのように定式化できるのか？ 
• “Problem Formulation for Climate Change Adaptation in Japanese 
Heavy Snowfall Districts”（国際シミュレーション&ゲーミング学会年次大
会、アブストラクト審査通過） 

• 豪雪時における民生委員の活動の課題はどこにあるか？ 
• 「豪雪に対する地域的な適応における民生委員の活動と情報収集の実情」（土
木学会環境システム 論文審査中）
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これまでの研究進捗



• 調査概要 
• 高島市内の民生委員全163名に、定例会にて質問紙を配布 
• 2017年1月の豪雪時に実際に行った活動について、基本的に選択式
で訊ねた。加えて、 
• 民生委員の活動に関する認識 
• 降雪に対する認識 
• 属性項目など 
を問うた。→n = 153（収率: 93.9%） 
• 性別→M : F = 96:55（無回答2） 
• 年齢→平均66.9（52~78、SD=4.94）
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豪雪時における民生委員の活動の課題はどこにあるか？
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ʐ&-�ʬĔ>�ʬĸ>��Í%,Ĕɫ,�&ǅ:Ī�̫

Ǫ�&ê̂)(,�ěĝ,�'C<�Ɋ"%�?���

Ī�)?Ãĉ*
"�̬6�̫�ʪƪƧʌ,ĽƷ;ʯ�

����=ƁĠCŶ?Ĕɫʌ:̫4ɚ̠�3%,ƁĠ*
#�%�ĺÞąʬû�=@�̬�Ƶ&̫��,ƁĠ-Ì

ƍ�)�"��'��Ĕɫ-̫'>B��ëȹ̙&,ʂ

¼����̇ đɷ,ǡƉ�

ÈgC�½� i²���

{��
 
ſṶ́ţ̧̭ʏǟ ˷Ɣū̩ţ̧-Ư

ĴʸÌ  ̪
 ŋªěḙ̂ʖǽ§Ĉ ˷Ɣū 
 ěêÚŋªţƯ ěê�'*˷Ɣū 
 ǶȪİď,Ě¥Ǯ ˷Ɣū 
 ǶȪİď¢ĩ,Ȅä ˷Ɣū 

���!C ]FÀÅ�
 ěĝ,ƁĠCŶ?�9,Ĳ¬ ʩƯ˷Ɣ 
 ̉̕2,Á*Ł�?˂  ̩ ņđǳ*�¤Ȁ 
 ǶȪİď,Ȅä*Ł�?˂  ̩ ņđǳ*�¤Ȁ 

� �����CÇÎ�!C ]FÀÅ 
 »�'�%ʤ"�Ȅä ʩƯ˷Ɣ 
 ȪȄ�õʋ*��ƁĠ ʩƯ˷Ɣ 
 ǶȪİď'�%ʤ"�Ȅä ʩƯ˷Ɣ 
 ƁĠ,ɚ̠�',ƁĠȏ ņđǳ*ʩƯ˷Ɣ 
 ɚ̠�',Ìƍ��ƁĠ,íÖſ ņđǳ*˷Ɣ 
 íÖ*Ìƍ&�)�"�ƁĠ,Ñľ ʖȭʸ  ˫   

 

• 民生委員在任歴→1期:2期:3期:4+期= 
75:44:17:15（約半数が初任） 

• 2016年12月改選後の民生委員であり、全員
が2017年豪雪を経験している。

投稿審査中につき、 

調査内容・結果にかかわるスライドを 

割愛いたします。



• 地域貢献面で 
• 民生委員の求められる役割の再整理 
• 自らの周囲の除雪や健康状況によって限られた力の中で、生活の状況に関する
調査が求められる。 

• 一方で行政職員（保健師）も同様の活動を行っており、効果的な機能再編が求
められる。 

• 政策研究面で 
• 高齢者・高医療依存者の家族との情報交換について課題が見られた。 
• とりわけ独居高齢者の家族はどのような認識をもっているのか、活動をされた
のか？ 

• 除雪体制、より効果的な除雪計画の決定方法に関する研究 
• ボランティアの招聘、地域住民との合意形成
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今後の展開


